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保育実習生のワーク・エンゲイジメントに関する研究
― モデルに基づくコーピング仮説の検証―

金子智昭（埼玉純真短期大学）

キーワード：保育実習生，ワーク・エンゲイジメント，コーピング仮説

問題と目的

金子（2017）は，保育実習生にワークエンゲイ

ジメントの仕事資源－要求度（JD-R）モデルを適

用し，動機づけプロセスのモデルを検証した。本

研究では，JD-R モデルのコーピング仮説を検証

することを目的とする。コーピング仮説とは，仕

事資源と個人資源は，特に仕事要求度が高い場合

に，ワーク・エンゲイジメントの促進に大きく寄

与するという仮説を意味する（Bakker et al., 
2007）。この仮説に基づくと，保育実習生が実習中

に強い困難度（仕事要求度）を認識した際，仕事

資源としての指導教諭の指導スタイル及び個人資

源としての保育職の適性感と保育者効力感は，ワ

ーク・エンゲイジメントを促進すると予想される。 
 

方 法

調査対象者及び手続き：埼玉県内の保育者養成

系の女子短大生 258 名（1 年生：132 名，2 年生：

126 名）を対象に，2016 年 5 月から 9 月にかけて

質問紙調査を行った。1 年生（観察・参加実習 1 週

間）と 2 年生（指導実習 3 週間）共に，教育実習

事前・事後指導の講義を活用して行われた。事前

と事後の計 2 回質問紙を配布し，回収した。 
調査内容：実習前の質問紙は，（a）保育職の適

性感（西山, 2007）の 2 項目，（b）保育者効力感

（三木・桜井，1998）の 10 項目である。実習後

の質問紙は，（c）指導教諭の指導スタイルの 12 項

目（自律性サポート，構造，関わり合いの各 4 項

目），（d）Shimazu et al（2008）を参考に作成し

た実習に対するワークエンゲイジメントの 9 項目，

（e）「幼稚園教育実習生困難測定尺度（SDKT）」

（金子, 2013）の幼児指導，幼児との接触法，実

習記録，に関する 17 項目。 
 

結果と考察

学年別に，ワーク・エンゲイジメントを従属変

数，センタリング処理を行った 6 つの変数（指導

教諭の指導スタイル，保育職の適性感，保育者効

力感，実習記録，幼児指導，幼児との接触法）を

独立変数とする階層的重回帰分析を行った。 
第 1 ステップに仕事資源もしくは個人資源の 1

変数と仕事要求度の 1 変数，第 2 ステップに各々

の変数の交互作用項を投入して，回帰分析を行っ

た。交互作用が有意であったのは，1 年生の保育

職の適性感と幼児指導（β =.25, p<.05），1 年生の

保育者効力感と幼児との接触法（β =.26, p<.05）
の 2 つであった。さらに，交互作用がみられた変

数に関して，Aiken＆West（1991）の手順に基づ

き，単純傾斜検定を行った。その結果，幼児指導

の困難度が高い場合の保育職の適性感（β =.40, 
p<.01）と幼児との接触法が高い場合の保育者効

力感の影響（ β =.26, p<.05）が有意であった

（Figure 1 参照）。 
保育職の適性感と保育者効力感は，ワーク・エ

ンゲイジメントや実習成果を高めるだけでなく

（金子, 2017），実習生が幼児との関わりに強い困

難感を抱いた際のコーピングとして機能すること

が示唆された。ストレス・コーピングの観点から，

養成校の教員が学生の適性感や効力感を向上させ

ることの教育的意義が示された。 

 
Figure 1 ワーク・エンゲイジメントに及ぼす保

育職の適性感と幼児指導の困難度の交互作用 
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小学校教員における感情体験の社会的共有が協働的職場風土に与える影響

森本寛訓（川崎医療福祉大学）

キーワード：小学校教員，感情体験の社会的共有，協働的職場風土

問 題

「チームとしての学校（中央教育審議会， ）」

運営が求められる小学校の現場において，教員間

の協働を実現する職場風土づくりは重要な検討課

題といえる。本研究では小学校における協働的職

場風土（ ： ）

に影響する要因として小学校教員による感情体験

の社会的共有に着目し，その影響を分析すること

を目的とする。この研究では小学校教員の感情体

験として彼らが体験するポジティブ，ネガティブ

職業生活出来事（

： および ）を取り上げ，社会的共

有を および の開示行動（

： および ）と，それらに

対する応答行動（ ：

および ）によって捉えた。また

以外の感情体験の社会的共有に関する各概念のエ

ピソードは，個々の対人援助職者内で日常的に体

験される レベルの側面を持つと考える。よ

って レベルでの感情体験の社会的共有が

もたらす影響も検討するために，モデル ，

（ ）を用いてマルチレベル構造方程式モ

デ リ ン グ （

： ）分析を行った。

方 法

調査は 年 月に を用いて行われた。具

体的には，調査会社から調査内容を示した 画

面が週に 回ずつ 回配信され，その 画面か

ら回答が得られた。なお，調査内容については

画面の最初で調査対象者に説明し，調査参加への

同意を得た。調査対象者は調査会社のモニター会

員より現職場に 年以上勤務している小学校教員

が選ばれた。その後 回の調査に全て参加し，か

つ回答時に努力の最小限化（ ）が認めら

れないと判断された 人を調査の対象者とした。

調査対象者の平均年齢（標準偏差）は 歳（ ），

性別人数は男性 人，女性 人であった。調査

対象者には と （ ）

と， ， ， ， （未公刊）

を測定する項目に対し，各 週間の体験頻度を評

定させた。また は 回目の調査時に淵上（ ）

が作成した項目について自身の職場に当てはまる

程度を評定させた。得られたデータは各調査回の

変数ごとに総計して得点化した。 分析は

で行った。

結果と考察

分析を行うあたり 以外の変数のデータ

の階層性を確認するため級内相関係数とデザイン

エフェクトを算出した（清水， ， ）。その

結果，各データに階層性があることが認められた。

分析で算出されたパス係数とその検定結

果を に示す。モデル のパス係数より，

レベルの傾向として のみ，または

と の両者の体験頻度を高いと評定

すると， の体験頻度も高い評定すると考えら

れる。そして レベルである対人援助職者

間の集団的傾向としては上記と同様の傾向に加え，

自らの職場は に当てはまる程度が高いと評定

すると考えられる。モデル のパス係数から

レベルの傾向として の体験頻度を

高いと評定すると の体験頻度も高いと評定

すると考えられる。さらに レベルでは

の体験頻度を高いと評定すると の体

験頻度も高いと評定して に当てはまる程度は

低いと評定するが，一方 に加え の

体験頻度も高いと評定すると の体験頻度は

低いと評定して に当てはまる程度は高いと評

定する傾向にあると考えられる。
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Figure 1．PWLE-D，PWLE-R，またはNWLE-D，NWLE-Rの社会的共有がPWLEまたはNWLE，そしてCSCに与える影響を
示したモデル1，2と，MSEM分析によって算出されたパス係数（非標準化係数）。
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